






































































































“小包料金表” とする。向かって左半分は “◀男女諸病▶” ₄行、



















が描かれる。この塔の建築は刻銘から明治 44（ 1911 ）年４月とで
きる。更に、本資料では鏝絵で著名な大正 15（ 1926 ）年建築の土
蔵が描かれてはいない。以上の点から、本資料の作成は明治 44











体系は、大正 8（ 1919 ）年₄月 15 日から施行されたもので、これ
は昭和₆（1931 ）年₈月₁日の改正まで使われている 1。
　なお、資料において外地は台湾と樺太も記されるが、料金体
系では朝鮮、大正 12（ 1923 ）年₁月₁日からは南洋諸島も含ま
れた。また、資料で外地宛ての重さは₁貫 200 匁までであるが、
料金体系では内地と同様に₁貫 600 匁までのものであった₂。
　以上の要件より、本資料の作成期間の範囲は大正 8（ 1919 ）年
₄月 15 日以後、昭和 6（1931 ）年₈月₁日以前とできよう。
　₄）本資料の制作年代
　以上の₃条件を総合すると、本資料作成の上限は “御注意” よ
り大正 12（ 1923 ）年₆月、下限は鏝絵土蔵が存在しないことから


















140mm 角の障子柱を立て、下腕木の上に 300mm の空隙を設け
高 130mm 厚 112mm の敷居を配する。障子柱、上腕木、敷居に
囲われた部分が看板で、内部は 115mm 厚程の板₄枚からなる
龍の浮き彫り彫刻があり、その更に内側に縦桟幅 45mm、横桟
幅 24mm の戸縁を設け縦 1,386mm、横 475mm の寸法で、看板
を掛ける部分が設けられる。
　軒・屋根部分は上腕木上からとなる。上腕木の根元と先端に






























































































































































₁　 逓信省：逓信事業史₂、239 頁、昭和 15（1940 ）.12
₂　 逓信省：逓信事業史₂、239-240 頁、前掲
132　機那サフラン『本舗の搆造撮真』について
図１　サフラン広告塔表面
写真１　サフラン広告塔下腕木（修理前／調査中）
写真２　サフラン広告塔持送（修理中）
機那サフラン『本舗の構造撮真』について
機那サフラン『本舗の構造撮真』について
